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調査の概要 

 
１ 調査の目的 
  第２次新城市男女共同参画プラン後期計画策定の基礎資料とする。 
 
２ 対象 
  新城市に在住の満１８歳以上の男女１，０００人 
 
３ 抽出方法 
  住民基本台帳による層化無作為抽出 

   ※住民基本台帳により、地区（旧市町村）別、年齢層別、男女別を設定 
 
４ 調査方法 
  配布方法 郵送 

回収方法 郵送及び LOGOフォーム 
 
５ 調査期間 
  令和６年１０月～１１月 
 
６ 調査項目 
  （１）属性（あなた自身のことについて） 

  （２）男女平等について 
  （３）結婚、家庭生活について 
  （４）子育て、子どもの教育について 
  （５）働くことについて 
  （６）配偶者からの暴力（ＤＶ）について 
  （７）地域活動などへの参加について 
  （８）介護について 
  （９）男女共同参画社会に関する意識について 
 
７ 回収結果 
  （１）調査票配付数 １，０００通 

  （２）回収数      ２６１通 
  （３）回収率     ２６．１％ 
 
８ 報告書の見方 
  （１）比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出し

ました。そのため、パーセントの合計が１００％にならないこともありま
す。 

  （２）基礎となるべき実数は、件数または調査数として掲載しました。比率は、
この件数を１００％として算出しています。 

  （３）複数回答が可能な質問では、比率算出の基数は回答者数とし、その項目を
選び○印をつけた人が全体から見てどれだけの割合なのかという見方を

しました。そのため、各項目の比率を合計すると１００％を超えます。 
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１ あなた自身のことについて 
 

 

Ｑ１ あなたの性別についてお答えください。（○は１つだけ） 
 

「男性」が４1．8％、「女性」が５8．2％ 
 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ あなたの年齢についてお答えください。（○は１つだけ） 

 

回答者の年齢は、「６０代」が２１．８％と最も多く、以下「７０代以上」が２１．５％、「３０代」が１８．４％、

「４０代」が１７．６％、「５０代」が１３．４％、「１０～２０代」が７．３％となっています。 

 

 

 

 

  10～20代 30代 40代 50代 60代 ７０代～ 合計 

全体 
19人 48人 46人 35人 57人 56人 261人 

7.3% 18.4% 17.6% 13.4% 21.8% 21.5% 100.0% 

男 
10人 15人 19人 10人 20人 35人 109人 

9.2% 13.8% 17.4% 9.2% 18.3% 32.1% 100.0% 

女 
9人 33人 27人 25人 37人 21人 152人 

5.9% 21.7% 17.8% 16.4% 24.3% 13.8% 100.0% 

 

 

 

全体 261人 100.0% 

男 109人 41.8% 

女 152人 58.2% 
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Ｑ３ あなたの職業についてお答えください。２つ以上仕事をお持ちの方は、主なものをお

答えください。（○は１つだけ） 

 

男性は「会社員」が 36.7％ 

女性は「パート・アルバイト」が 30.9％、「専業主婦」が２1．7％ 

 

全体では、「会社員」が２８．０％と最も高く、次いで「パート・アルバイト」が２１．１％、「無職」が１６．

９％、「専業主婦・主夫」が１２．６％となっています。 

男女別では「会社員」では、男性３６．７％に対して女性が２１．７％、「パート・アルバイト」では、男

性が７．３％に対して女性が３０．９％となっています。 

年代別では、「会社員」で１０～２０代は５７．９％、３０代は３７．５％、４０代は３０．４％、５０代は４８．

６％、６０代は「パート・アルバイト」で２９．８％、７０代以上は「無職」が５７．１％、となっています。 
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Ｑ４ あなたは現在どのような生活をされていますか。（１つに○） 

 

未婚率は「30代」２９．２％、「４０代」１９．６％ 

うち、男性が 2２.０％、女性が 1４.６％ 

 

全体では、「結婚している」が７３．２％で、「結婚していない」が１７．６％、「離別・死別」が６．５％と

なっています。 

年齢別の「既婚率」は、１０～２０代は１０．５％、３０代で６２．５％、４０代で７１．７％、５０代で８５．

７％となっています。 
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Ｑ５ Ｑ４で、１．結婚している、２．結婚していないがパートナーと暮らしている、３．結婚して

いるが単身赴任と答えた方にお聞きします。 あなたの配偶者またはパートナーのお仕

事についてお答えください。（１つに○） 

 

妻は「パート・アルバイト」２３．９％、 「無職」１５．６％ 

夫は「会社員」４５．９％、 「無職」１６．５％ 

 

全体では、「会社員」が２３．０％、「パート・アルバイト」１４．９％となっています。男女別では、男性

の配偶者では、「パート・アルバイト」が２３．９％と最も高く、「無職」「専業主婦」と続きます。女性の配

偶者では、「会社員」が４５．９％と最も高く、「無職」「自営業・家業」となっています。 
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Ｑ６ あなたの家族構成についてお聞きします。（１つに○） 

 

２世帯の世帯（親と子）が 4６.７％ 

 

家族構成は、「親と子の２世帯世代」が４６．７％、「夫婦のみ」２５．３％、「親と子と孫の３世代世帯」１５．

３％、「単身世帯」が７．３％となっています。 
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Ｑ７ あなたは、本市に住んで何年になりますか。（合併前にお住いの方はその居住期間も

加えてください） （１つに○） 

 

新城市に住んで２０年以上が 7５.９％ 

 

「２０年以上」が７５．９％、「１０～２０年未満」が９．２％、「５～１０年未満」５．７％、「３年未満」が３．

８％「３～５年未満」が２．３％となっています。 
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２ 男女平等について 
 

 

Ｑ８ あなたは、次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 
（○は１つ、合計８つ） 

 

家庭生活の場、学校教育の場では「平等」 

全体的には「男性優遇」の傾向 

 

「平等」と回答した人の割合は、「学校教育の場」５１．０％、「家庭生活の場」４１．８％、「法律や制

度上」２９．５％となっています。 

 

 



8 

 

Ｑ８ ①家庭生活の場で 

 

家庭生活の場では、「平等」４１．８％、「男性優遇」４５．２％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が４５．２％、「平等」が４１．８％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が７．３％となっています。H２２年調査以降「平等」の割合が最高値です。 

 男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が３４．０％、「平等」が４９．５％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が５３．３％、「平等」が３６．２％となっています。 
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Ｑ８ ②職場で 

 

職場では、「平等」２９．１％、「男性優遇」５１．０％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が５１．０％、「平等」が２９．１％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が６．１％となっています。H２２年調査以降「平等」の割合が最高値です。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が４８．６％、「平等」が２９．４％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が５２．６％、「平等」が２８．９％となっています。 

 

 

 

 



10 

 

Ｑ８ ③学校教育の場で 

 

学校教育の場では、「平等」５１．０％、 「男性優遇」１３．４％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が１３．４％、「平等」が５１．０％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が３．８％となっています。H２６年調査以降減少しています。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が１３．８％、「平等」が４８．６％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が１３．２％、「平等」が５２．６％となっています。 
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Ｑ８ ④地域活動の場で 

 

地域活動の場では、「平等」２７．６％、 「男性優遇」４１．０％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が４１．０％、「平等」が２７．６％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が１５．０％となっています。H２６年調査以降「平等」の割合は減少しています。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が３７．７％、「平等」が３３．０％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が４３．４％、「平等」が２３．７％となっています。 
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Ｑ８ ⑤政治の場で 

 

政治の場では、「平等」８．４％、 「男性優遇」７７．０％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が７７．０％、「平等」が８．４％、「女性の方が優遇されてい

る」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が２．２％となっています。H２２年調査以降女性のほうが非常に優遇されているが初めて１％を超

えた。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が７４．３％、「平等」が１０．１％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が７９．０％、「平等」が７．２％となっています。 
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Ｑ８ ⑥法律や制度上で 

 

法律や制度上では、「平等」２９．５％、 「男性優遇」４３．７％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が４３．７％、「平等」が２９．５％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が１０．３％となっています。H２２年調査以降初めて「女性の方が優遇されている」（どちらかといえ

ば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されている）が１０％を超えた

結果となっています。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が３６．７％、「平等」が３６．７％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が４８．７％、「平等」が２４．３％となっています。 
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Ｑ８ ⑦社会通念・習慣・しきたりなどで 

 

社会通念・習慣・しきたりなどでは 

「平等」１３．４％、 「男性優遇」７２．０％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が７２．０％、「平等」が１３．４％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が４．２％となっています。前回調査（H３０)よりも「平等」の割合は０．８ポイント減少しています。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が６９．７％、「平等」が１６．５％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が７３．６％、「平等」が１１．２％となっています。 
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Ｑ８ ⑧社会全体で 

 

社会全体では「平等」１７．２％、 「男性優遇」６８．６％ 

 

全体では、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じて

いる＋男性の方が非常に優遇されている）が６８．６％、「平等」が１７．２％、「女性の方が優遇されて

いる」（どちらかといえば女性のほうが優遇されていると感じている＋女性の方が非常に優遇されてい

る）が３．８％となっています。H２２年調査以降「平等」の割合が最高値です。 

男女別では、男性は、「男性の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されてい

ると感じている＋男性の方が非常に優遇されている）が６７．０％、「平等」が２１．１％、女性は、「男性

の方が優遇されている」（どちらかといえば男性のほうが優遇されていると感じている＋男性の方が非

常に優遇されている）が６９．８％、「平等」が１４．５％となっています。 
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Ｑ９ 今後、あなたが、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要と思
うことは何でしょうか。 （１番目に重要◎、２番目に重要○） 

 

平等になるために重要なことは、「女性を取り巻く様々な偏見、 

固定的な社会通念、習慣・しきたりを改めること」４９．０％ 

 

全体では、「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、習慣・しきたりを改めること」が４９．

０％、「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること」が

３３．３％、「女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること」が２４．５％となって

います。 

男女別でも、全体の結果と同じく「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、習慣・しきたり

を改めること」が、男性は５１．４％、女性は４７．４％と最も重要と考えられている結果になりました。 

 

 

 

 

 



17 

 

３ 結婚生活、家庭生活について 
 

 

Ｑ１０ 結婚、家庭、離婚について、あなたのご意見をお聞きします。（全体） 

 

「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもよい」 

 賛成５３．６％ 
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Ｑ１０ ①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

 

 結婚は個人の自由であるから、してもしなくてもよい 

 「賛成」７７．４％、 「反対」１５．７％ 

 

全体では、「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が７７．４％、「反対」（反対＋どちらかといえば

反対）が１５．７％となっています。「反対」の割合は H２２年調査以降初めて２０％を下回っています。 

男女別では、男性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が７６．１％、「反対」（反対＋どちらか

といえば反対）が１８．４％、女性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が７８．３％、「反対」（反対

＋どちらかといえば反対）が１３．８％となっています。 

年代別では、若い世代が「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）の割合が高く、年代が上がってく

ると「反対」（反対＋どちらかといえば反対）の割合が高い傾向にあります。 
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Ｑ１０ ②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

 

 夫は外で働き、妻は家庭を守るべき 

 「賛成」１６．０％、 「反対」６９．８％ 

 

全体では、「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が１６．０％、「反対」（反対＋どちらかといえば

反対）が６９．８％となっています。「反対」（反対＋どちらかといえば反対）が H２２年調査以降初めて

６割を超えました。 

男女別では、男性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が１９．２％、「反対」（反対＋どちらか

といえば反対）が６３．３％、女性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が１３．９％、「反対」（反対

＋どちらかといえば反対）が７４．３％となっています。 
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Ｑ１０ ③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家庭を中心に考えて生
活した方がよい 

 

 女性は結婚したら、家庭を中心に生活した方がよい 

 「賛成」１９．９％、 「反対」６６．７％ 

 

全体では、「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が１９．９％、「反対」（反対＋どちらかといえば

反対）が６６．７％となっています。H２２年調査時以降初めて、「賛成」の割合は２０％を下回りました。 

男女別では、男性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が１８．４％、「反対」（反対＋どちらか

といえば反対）が６２．４％、女性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が２１．０％、「反対」（反対

＋どちらかといえば反対）が６９．７％となっています。 

すべての年代が「反対」（反対＋どちらかといえば反対）の割合が高くなっています。 
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Ｑ１０ ④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 

 

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない 

 「賛成」６２．０％、 「反対」２２．２％ 

 

全体では、「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が６２．０％、「反対」（反対＋どちらかといえば

反対）が２２．２％となっています。H２２年調査以降、「賛成」が６０％を初めて超えました。 

男女別では、男性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が５５．９％、「反対」（反対＋どちらか

といえば反対）が２７．５％、女性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が６６．５％、「反対」（反対

＋どちらかといえば反対）が１８．４％となっています。 

年代別では、６０代以上は「反対」（反対＋どちらかといえば反対）の割合が高く、年代を増すごと

に差が大きくなる傾向にあります。 
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Ｑ１０ ⑤結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい 

 

結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい 

 「賛成」５７．１％、 「反対」２４．５％ 

 

全体では、「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が５７．１％、「反対」（反対＋どちらかといえば

反対）が２４．５％となっています。H２２年調査以降、「賛成」の割合が初めて５０％を超えました。 

男女別では、男性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が４８．７％、「反対」（反対＋どちらか

といえば反対）が２９．３％、女性は「賛成」（賛成＋どちらかといえば賛成）が６３．１％、「反対」（反対

＋どちらかといえば反対）が２１．０％となっています。 

 

 



23 

 

Ｑ１１ Ｑ４で１．結婚している ２．結婚していないがパートナーと暮らしていると答えた方の
みお聞きします。 あなたの家庭では、次にあげる家事は現実として主にだれの役割
ですか。（それぞれの項目に○を１つ） 

 

「夫婦が協力して」近所づきあい５１．０％ 

ゴミ出しは「主に夫」 ４２．８％、 その他の家事は「主に妻」 

 

１０項目中、７項目について「主に妻」と回答した割合が最も高くなっています。「主に夫」の割合が

高いのが「ゴミ出し」で４２．８％となっています。残りの項目については、「近所づきあい」で「夫婦が

協力して」が５１．０％で、「介護」では「該当なし」が５５．７％になっています。 
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Ｑ１１ ①掃除 

 

掃除は「主に妻」 ６１．９％、「夫婦が協力して」３２．５％ 

 

全体では、「主に夫」が３．６％、「主に妻」が６１．９％、「夫婦が協力して」が３２．５％となっていま

す。前回調査（H３０年）と比較すると、「主に夫」の割合が増加し、「主に妻」の割合が減少しています。

「夫婦が協力して」は H２２年調査以降初めて３０％を超えました。 

男女別では、「主に妻」と回答した割合が男性に比べて女性の比率が高くなっています。 

すべての年代で「主に妻」の割合が高い結果となっています。 
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Ｑ１１ ②食事の支度 

 

食事の支度は「主に妻」 ８１．４％、「夫婦が協力して」１３．４％ 

 

全体では、「主に夫」が２．６％、「主に妻」が８１．４％、「夫婦が協力して」が１３．４％となっていま

す。前回調査（H３０年）と比較すると、「主に妻」の割合が４．５ポイント増加しました。 

男女別でも、「主に妻」の割合が最も高くなっていますが、「夫婦が協力して」の割合は、男性が女

性に比べて約３倍という結果となっています。 

年代別の結果では、「主に妻」の割合がすべての世代で７０％を超えている結果となっています。 
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Ｑ１１ ③食事の後片付け、食器洗い 

 

食事の後片付けは「主に妻」 ６２．４％、「夫婦が協力して」２９．４％ 

 

全体では、「主に夫」が６．２％、「主に妻」が６２．４％、「夫婦が協力して」が２９．４％となっていま

す。前回調査（H３０年）と比較すると、「主に夫」の割合が１．８ポイント増加し、「主に妻」の割合は５．

２ポイント減少し、「夫婦が協力して」は８．５ポイント増加しています。 

「夫婦が協力して」が約３割となり、H２２年調査以降最高値となっています。 
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１１ ④洗濯  

 

洗濯は「主に妻」 ７０．１％、「夫婦が協力して」２１．６％ 

 

全体では、「主に夫」が５．７％、「主に妻」が７０．１％、「夫婦が協力して」が２１．６％となっていま

す。H２２年調査以降、「主に夫」の割合が増加し、「主に妻」の割合が減少しています。「夫婦が協力

して」は初めて２割を超えました。 
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Ｑ１１ ⑤ゴミ出し 

 

ゴミ出しは「主に夫」 ４２．８％、 「主に妻」２６．８％ 

 

全体では、「主に夫」が４２．８％、「主に妻」が２６．８％、「夫婦が協力して」が２４．７％となっていま

す。各役割に対して「主に夫」の回答率が一番高い質問でした。H２２年調査以降、「主に夫」の割合

が調査毎に増加しています。 
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Ｑ１１ ⑥日常の買いもの 

 

日常の買いものは「主に妻」 ６３．９％、 「夫婦が協力して」２９．４％ 

 

全体では、「主に夫」が３．６％、「主に妻」が６３．９％、「夫婦が協力して」が２９．４％となっていま

す。前回調査（H３０年）と比較すると、「主に夫」の割合が０．９ポイント増加し、「主に妻」の割合は６．

６ポイント増加し、「夫婦が協力して」は１．７ポイント減少しています。 

男女別では、「主に妻」と回答した割合は、男性よりも女性の方が高くなっています。 

年代別では、「主に夫」の割合が１０～２０代、５０代、７０代以上で０％となっております。 
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Ｑ１１ ⑦育児、子どもの世話 

 

育児、子どもの世話は「主に妻」 ４７．４％、 「夫婦が協力して」３０．９％ 

 

全体では、「主に夫」が０％、「主に妻」が４７．４％、「夫婦が協力して」が３０．９％となっています。

「主に夫」の割合がH３０年調査以外は０％という結果となりました。「主に妻」の割合は９．２ポイント増

加し、「夫婦が協力して」は３．８ポイント減少しています。 

男女別では、同じような割合となっています。 

年代別では、３０代のみ「夫婦が協力して」の割合が４８．４％と最も高くなっています。 
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Ｑ１１ ⑧近所づきあい 

 

近所づきあいは、「主に夫」２５．３％、 「主に妻」１５．５％ 

「夫婦が協力して」 ５１．０％ 

 

全体では、「主に夫」が２５．３％、「主に妻」が１５．５％、「夫婦が協力して」が５１．０％となっていま

す。全体的に例年通りの結果となっています。各役割に対して「主に夫」の回答率がゴミ出しに続き

高い割合となっています。 

年代別では、１０～２０代で「夫婦が協力して」の割合は６６．７％で最も高くなっています。 
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Ｑ１１ ⑨介護 

 

介護は、「該当なし」５５．７％、 

 「主に妻」１９．１％、 「夫婦が協力して」 ２０．６％ 

 

全体では、「該当なし」が５５．７％で最も高いため、他の回答数が低くなっています。その中で、

「主に妻」が１９．１％、「夫婦が協力して」が２０．６％となっています。「主に夫」、「主に妻」の割合は

例年通りの結果でありました。 
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Ｑ１１ ⑩家計簿管理 

 

家計簿管理は、「主に妻」６２．４％、 「夫婦が協力して」 ２０．６％ 

 

全体では、「主に夫」が８．８％、「主に妻」が６２．４％、「夫婦が協力して」が２０．６％となっていま

す。H２２年調査以降初めて「夫婦が協力して」が２０％を超えました。 

男女別では、同じような結果となっています。 

年代別では、１０～２０代で「夫婦が協力して」が０％であり、全体との差がみられる結果となってい

ます。 
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Ｑ１２ Ｑ４で３．結婚しているが単身赴任、４．結婚したが、離別、死別した、５．結婚してい
ない方にお聞きします。 次にあげる家事を、だれがするのが望ましいと思いますか。 

   （それぞれの項目で○を１つ） 

 

全ての項目が 「夫婦が協力して」 
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Ｑ１２ ①掃除 

 

掃除は「主に妻」７．６％、 「夫婦が協力して」 ６９．７％ 

 

全体では、「夫婦が協力して」が６９．７％、「主に妻」が７．６％となっています。前回調査（H３０年）

と比較すると、「主に夫」の割合は３．８ポイント減少し、「主に妻」の割合は２．９ポイント減少し、「夫婦

が協力して」は同割合となっています。 

男女別では、女性が「主に夫」と回答した割合は、０％となっています。 

年代別では、３０代のみ「主に夫」が０％ではありませんでした。 
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Ｑ１２ ②食事の支度 

 

食事の支度は、「主に妻」１５．２％、 「夫婦が協力して」 ６２．１％ 

 

全体では、「主に夫」が０％、「主に妻」が１５．２％、「夫婦が協力して」が６２．１％となっています。

H２２年調査以降「主に妻」の割合が減少し続けています。 

男女別では、「夫婦が協力して」と回答した割合は、男性と比べると女性の方が高くなっています。 

年代別では、１０～２０代で「夫婦が協力して」と回答した割合が、他の年代に比べて高くなってい

ます。 
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Ｑ１２ ③食事の後片付け、食器洗い 

 

食事の後片付け、食器洗いは、 

「主に妻」９．１％、 「夫婦が協力して」 ６９．７％ 

 

全体では、「主に夫」が１．５％、「主に妻」が９．１％、「夫婦が協力して」が６９．７％となっています。

H２２年調査以降、「主に妻」の割合が初めて１０％を下回りました。 

男女別でも、男女とも「夫婦が協力して」の割合が最も高い結果になっています。 

年代別の結果では、全世代で「夫婦が協力して」が６０％を超えました。 
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Ｑ１２ ④洗濯 

 

洗濯は、「主に妻」１５．２％、 「夫婦が協力して」 ６５．２％ 

 

全体では、「主に夫」が０％、「主に妻」が１５．２％、「夫婦が協力して」が６５．２％となっています。

H２２年調査以降、「夫婦が協力して」が初めて６０％を超えました。 

年代別では、６０代以上の世代が「夫婦が協力して」と回答した割合が全体と比べ低い傾向にあり

ます。 
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Ｑ１２ ⑤ゴミ出し 

 

ゴミ出しは、「主に夫」４．５％、 「夫婦が協力して」 69．7％ 

 

全体では、「主に夫」が４．５％、「主に妻」が３．０％、「夫婦が協力して」が６９．７％となっています。

H２２年調査以降、「主に夫」の割合が初めて１０％を下回りました。 

男女別では、男女とも「夫婦が協力して」の割合が最も高くなっています。 
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Ｑ１２ ⑥日常の買いもの 

 

日常の買いものは、「主に妻」４．５％、 「夫婦が協力して」 ７４．２％ 

 

全体では、「主に夫」が０％、「主に妻」が４．５％、「夫婦が協力して」が７４．２％となっています。H

２２年調査以降初めて、「夫婦が協力して」が７０％を超えました。 

年代別では、６０代で「夫婦が協力して」が８５.７％となっています。 
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Ｑ１２ ⑦育児、子どもの世話 

 

育児、子どもの世話は、 

「主に妻」１．５％、 「夫婦が協力して」 ７７．３％ 

 

 

全体では、「主に夫」が０％、「主に妻」が１．５％、「夫婦が協力して」が７７．３％となっています。

「主に妻」の割合が例年の１割程度の割合となっています。 

例年男女ともに、「夫婦で協力して」の割合が高い傾向にあります。 

年代別では、すべての年代で「夫婦が協力して」の割合が高くなっています。また、３０代以外では、

「主に妻」の回答はありませんでした。「主に夫」は、すべての年代で０％となっています。 
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Ｑ１２ ⑧近所づきあい 

 

近所づきあいは、 

「主に夫」 ６．１％、 「夫婦が協力して」 ７５．８％ 

 

全体では、「主に夫」が６．１％、「主に妻」が０％、「夫婦が協力して」が７５．８％となっています。

「主に妻」の割合が H２２年調査以降初めて０％となりました。 

男女別では、女性の「夫婦が協力して」の割合が高くなっています。 
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Ｑ１２ ⑨介護 

 

介護は、「主に妻」 ３．０％、 「夫婦が協力して」 ７１．２％ 

 

全体では、「主に夫」が０％、「主に妻」が３．０％、「夫婦が協力して」が７１．２％となっています。全

体的に例年通りの割合となっています。 
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Ｑ１２ ⑩家計簿管理 

 

家計簿管理は、「主に妻」 １２．１％、 「夫婦が協力して」 ６３．６％ 

 

全体では、「主に夫」が１．５％、「主に妻」が１２．１％、「夫婦が協力して」が６３．６％となっていま

す。例年と比較すると「主に妻」の割合が３割程度となりました。「夫婦が協力して」は H２２年調査以

降初めて６０％以上の割合となっています。 

男女別では、「夫婦が協力して」に大きく差がある結果となりました。 
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４ 子育て、子どもの教育について 
 

 

Ｑ１３ あなたは、子どもをどのように育てたいと思いますか。子どもがいない方は、子ども
がいるとしたらどのように思いますか。男の子の場合と女の子と場合について、①～
⑩のあてはまる番号に○をつけてください。 （それぞれの項目で○を１つ） 

 

男の子の場合「やさしい思いやりのある子」 ９４．６％ 

「気配りのある子」 ８７．７％、「自立心のある子」 ８７．０％ 

 

 

男の子の場合 
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女の子の場合 

 

女の子の場合「やさしい思いやりのある子」 ９５．４％ 

「気配りのある子」 ８８．５％、「自立心のある子」 ８６．６％ 

「男の子の場合」、「女の子の場合」ともに同じような傾向が見られます。 
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Ｑ１３ ①男らしく、女らしく育てる 

 

全体では、「そう思う」が、「男の子の場合」は３２．６％、「女の子の場合」は３１．４％となっていま

す。 

H２２年調査以降「男の子の場合」、「女の子の場合」ともに「そう思う」の割合が減少しています。 
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Ｑ１３ ②気配りのある子に育てる 

 

全体では、「そう思う」が「男の子の場合」は８７．７％、「女の子の場合」は８８．５％となっています。 

男女別、年代別、「男の子の場合」、「女の子の場合」でも、「そう思う」の割合が最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



49 

 

Ｑ１３ ③たくましく育てる 

 

全体では、「そう思う」が、「男の子の場合」は７０．５％、「女の子の場合」は５７．１％となっていま

す。 

男女別では、男女とも「男の子の場合」に対する「そう思う」の割合の方が「女の子の場合」に対す

る割合より高くなっています。「女の子の場合」の「どちらでもない」の割合も次いで高くなっています。 
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Ｑ１３ ④家事能力（料理、掃除など）のある子に育てる 

 

全体では、「そう思う」が、「男の子の場合」は７０．１％、「女の子の場合」は７９．７％となっていま

す。 

男女別では、男女とも「女の子の場合」の「そう思う」が「男の子の場合」より高くなっています。 
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Ｑ１３ ⑤リーダーシップのある子に育てる 

 

全体では、「男の子の場合」は「そう思う」が、３１．４％、「どちらでもない」が５１．３％、「女の子の場

合」は、「そう思う」が２３．４％、「どちらでもない」が５８．６％となっています。 

男女別では、「男の子の場合」に対して男女ともに「どちらでもない」の割合が高く、「女の子の場

合」に対しても同様となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



52 

 

Ｑ１３ ⑥自立心のある子に育てる 

 

全体では、「男の子の場合」は「そう思う」が、８７．０％、「どちらでもない」が７．７％、「女の子の場

合」は、「そう思う」が８６．６％、「どちらでもない」が７．７％となっています。 

男女別、年代別で「男の子の場合」、「女の子の場合」でも「そう思う」の割合が最も高くなっていま

す。 
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Ｑ１３ ⑦やさしい思いやりのある子に育てる 

 

全体では、「男の子の場合」は「そう思う」が、９４．６％、「どちらでもない」が１．５％、「女の子の場

合」は、「そう思う」が９５．４％、「どちらでもない」が１．１％となっています。 

男女別、年代別で「男の子の場合」、「女の子の場合」でも「そう思う」の割合が最も高くなっていま

す。 
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Ｑ１３ ⑧経済力のある子に育てる 

 

全体では、「男の子の場合」は「そう思う」が、６７．４％、「どちらでもない」が２３．８％、「女の子の場

合」は、「そう思う」が５９．４％、「どちらでもない」が３１．４％となっています。 

男女別、年代別で「男の子の場合」、「女の子の場合」でも「そう思う」の割合が高い傾向にありま

す。 
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Ｑ１３ ⑨４年制大学以上に進学させる 

 

全体では、「男の子の場合」は「そう思う」が、２２．６％、「どちらでもない」が４３．７％、「女の子の場

合」は、「そう思う」が１６．５％、「どちらでもない」が４７．９％となっています。 

男女別では、男女とも「どちらでもない」の回答の割合が高くなっています。 
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Ｑ１３ ⑩「手に職」を持たせる 

 

全体では、「男の子の場合」は「そう思う」が、４７．９％、「どちらでもない」が３８．３％、「女の子の場

合」は、「そう思う」が４８．３％、「どちらでもない」が３７．５％となっています。 

男女別でも、「男の子の場合」と「女の子の場合」のどちらも「そう思う」の回答の割合が高くなって

います。 
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Ｑ１４ 男女平等の意識を育てるために、学校教育ではどのようなことに力を入れるべきだ
と思いますか。 （○は２つまで） 

 

男女平等の意識を育てるために、学校教育では、 

「男女ともに、家事や育児、介護などについて学習する時間を設ける」  

49.8％ 

 

全体では、「男女ともに、家事や育児、介護などについて学習する時間を設ける」が４９．８％、「生

活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせるように配慮する」４９．０％となっています。

前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、「性に対する正しい知識や性の尊厳についての学習を推進する」

の割合が８．６ポイント増加しています。 
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５ 働くことについて 
 

 

Ｑ１５ あなたは現在、働いていますか。 （学生のアルバイトは除いてください） 
   （１つに○） 

 

「働いている人」は 67．０％ 

 

 前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、「働いている人」の割合は４．０ポイント減少し、「働いていない」

の割合２．９ポイント増加しています。 

 男女別では、「働いている人」の割合は、前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、男性は１０．８ポイント減

少し、女性は１．６ポイント増加しています。 
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Ｑ１６ 「働いている」と答えた方にお聞きします。あなたが現在働いている理由をお聞かせ
ください。 （○は２つまで） 

 

働いている理由は、 「生計を維持するため」 

 男性は 78．1％、 女性は ５6．9％ 

 

 全体では、「生計を維持するため」が６５．７％、「家計の足しにするため」３４．３％、「自分で自由に

使えるお金を得るため」が２６．９％となっています。前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、「生計を維持

するため」の割合は０．１ポイント増加し、「家計の足しにするため」の割合は５．９ポイント増加し、「自

分で自由に使えるお金を得るため」の割合は４．１ポイント増加しています。 

 男女ともに、「生計を維持するため」の割合が最も高くなっており、年代別でも、どの年代でも「生計

を維持するため」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



60 

 

Ｑ１７ 「働いている」と答えた方にお聞きします。あなたの今の職場では、仕事の内容や待
遇面で、女性は男性に比べ差別されていると思いますか。 （１つに○） 

 

働いている人の６８．６％が「差別されているようなことはないと思う」 

            １７．７％が「差別されていると思う」 

 

 全体では、「差別されていると思う」が１７．７％、「そのようなことはないと思う」が６８．６％、「わからな

い」が１３．７％となっています。H２２年調査以降「差別されていると思う」割合が減少傾向となってい

ます。 

 男女別では、「そのようなことはないと思う」「差別されていると思う」「わからない」の順になっていま

す。 

 年代別では、「そのようなことはないと思う」の割合がどの年代も最も高くなっています。 
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Ｑ１８ 「差別されていると思う」と答えた方にお聞きします。差別されているのは具体的にど
のようなことですか。（○は３つまで） 

 

差別されていると思うことは 「昇進、昇格」 「賃金に差別がある」 

 

 全体では、「昇進、昇格に差別がある」が４８．４％、「賃金に差別がある」が３８．７％となっています。

前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、「女性を幹部職員に登用しない」の割合は１９．６ポイント減少して

います。 

 男女別では、男性は「その他」、女性は、「昇進、昇格に差別がある」の割合が高くなっています。

男性のその他の意見では、「男が働きにくくなっている」という意見もありました。 

 年代別では、６０代で「昇進、昇格に差別がある」の割合が最も高くなっています。 
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Ｑ１９ 女性が安心して働ける環境をつくるために、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで） 

 

女性が安心して働ける環境をつくるためには、 

 「職場が理解し協力する」 「夫や家族が理解し協力する」 

 「給料や仕事内容、昇進などの男女差を解消する」 ことが必要 

 

 全体では、「仕事と家庭の両立に職場が理解し協力する」が６２．５％、「給料や仕事内容、昇進な

どの男女差を解消する」が４２．５％となっています。「夫や家族が理解し協力する」４０．６％、前回調

査（Ｈ３０年）と比較すると、「仕事と家庭の両立に職場が理解し協力する」の割合は０．５ポイント増加

し、「給料や仕事内容、昇進などの男女差を解消する」の割合は１１．５ポイント増加し、「夫や家族が

理解し協力する」の割合は０．７ポイント増加しています。 

 男女別では、男女ともに「仕事と家庭の両立に職場が理解し協力する」が高くなっています。 

 年代別では、割合にばらつきがみられます。１０～２０代では「給料や仕事内容、昇進などの男女差

を解消する」、それ以外の年代では「仕事と家庭の両立に職場が理解し協力する」の割合がたかくな

っています。 
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Ｑ２０ 女性にお聞きします。 
離職した女性が、再就職を考えたときに何を基準にすると思いますか。（１つに○） 

 

「仕事と家事・育児・介護が両立しやすい環境で正社員として 

働きたい」 ５７．２％ 

 

 全体では、「仕事と家事・育児・介護が両立しやすい環境で正社員として働きたい」が５７．２％、

「働く時間や場所を考え、パート・アルバイトとして働きたい」が１８．４％、「これまでの知識や経験を

生かして、正職員として働きたい」が１１．２％となっています。 

 年代別では、どの年代でも「仕事と家事・育児・介護が両立しやすい環境で正社員として働きたい」

の割合が最も高くい結果となっています。 
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Ｑ２１ 一般的に女性が仕事を持つことについて、あなたはどう思いますか。 
（○は１つだけ） 

 

 「女性も仕事を持ち続ける方がよい」 ６６．７％ 

 「子どもができたら退職し、大きくなったら再び就職する方がよい」 

１２．６％ 

 

 全体では、「女性も仕事を持ち続けるほうがよい」が６６．７％、「子どもができたら退職し、大きくなっ

たら再び就職するほうがよい」１２．６％となっています。前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、「女性も仕

事を持ち続けるほうがよい」の割合は１５．２ポイント増加し、「子どもができたら退職し、大きくなったら

再び就職するほうがよい」の割合は１１．２ポイント減少しています。 

 男女別では、男女ともに「女性も仕事を持ち続けるほうがよい」の割合が高い結果となっています。 

 年代別では、５０代の「女性も仕事を持ち続けるほうがよい」が最も高い割合になっています。 
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６ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）等について 
 

 

Ｑ２２ あなたはこれまでに、配偶者や恋人から次のようなことをされた経験がありますか。
（あてはまるものすべてに○） 

 

 ＤＶをされた経験のある方は １７．７％ 

  

全体では、全回答から「そのようなことはない」７８．９％、「無回答」３．４％を除くと１７．７％となって

います。また、「ののしる、おどす、大声でどなるなどの言葉による暴力を受ける」が１１．９％、「何を

言っても長時間無視し続ける」が６．９％、「なぐる、けるなどの身体的な暴力を受ける」が２．７％とな

っています。前回調査（Ｈ３０年）と比較すると、「ののしる、おどす、大声でどなるなどの言葉による暴

力を受ける」の割合が３．０ポイント増加し、「何を言っても長時間無視し続ける」が３．９ポイント増加し、

「なぐる、けるなどの身体的な暴力を受ける」の割合が１．３ポイント減少しています。 

 男女別では、男性は経験がある方は１０．１％、女性では、経験がある方は２３．１％でした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 



66 

 

Ｑ２３ Ｑ２２で経験のある方にお聞きします。 
そのような経験をされたとき、誰かに相談されましたか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

ＤＶをされた経験のある方の５２．２％が 

「どこ（だれ）にも相談しなかった」 

 

 配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けた経験のある方の相談先は、全体では、「友人・知人」、「家族・

親戚」が２６．１％となっています。また、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が５２．２％となっています。 

 男女別にみると、男性は「友人・知人」、「家族・親戚」以外０％、女性は「家族・親戚」が２８．６％、

「友人・知人」が２２．９％、男女ともに「どこ（だれ）にも相談しなかった」が５０％を超えています。 
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Ｑ２４ Ｑ２３で「どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方にお聞きします。どこ（だれ）にも
相談しなかったのは、なぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

どこ（だれ）にも相談しなかった理由は、 

 「相談するほどのことではないと思ったから」 ４５．８％ 

 

「どこ（だれ）にも相談しなかった」理由は、全体では、「相談するほどのことではないと思ったから」

が４５．８％、「相談しても無駄だと思ったから」「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていける

と思ったから」が２５．０％となっています。 

 男女別でみると、男女ともに「相談するほどのことではないと思ったから」の割合が高い結果となりま

した。 
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Ｑ２５ あなたは、これまでにどのようなセクハラを受けたことがありますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

「セクハラを受けたことがある」 ３１．８％ 

  

 セクハラを受けたことがある方は、全体では、全回答者から「セクハラを受けたことがない」６０．９％、

「無回答」７．３％を除くと３１．８％となっています。また、「性的な冗談、からかい質問をされた」が１４．

９％、「年齢やからだのことで不愉快な意見や冗談を言われた」が１１．５％となっています 

 男女別でみると、全体的に女性の割合が高くなっています。 
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７ 地域活動などへの参加について 
 

 

Ｑ２６ 仕事と、家庭生活または地域活動について、現在のあなたの状況と、人の生き方と
してあなたが望ましいと思うのは、どのような生き方でしょうか。 
（それぞれの項目ごとに１つ○、合計３つ） 

 

 地域活動への参加は ６２．９％ 

  

地域活動に参加している方は、全体では、全回答者から「参加していないが機会があれば参加し

たい」「参加したいと思わない」を除くと６２．９％となっています。また、「地域自治区の活動」が３３．

０％、「ボランティア活動」が１４．９％となっています。 

 男女別では、男性は「地域自治区の活動」「行政区（自治会）活動」の割合が高く、女性は「地域自

治区の活動」「ＰＴＡ活動」の割合が高くなっています。 

 年代別では、ほぼ全ての年代で「地域自治区の活動」の割合が高くなっています。 
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Ｑ２７ 仕事と、家庭生活または地域活動について、現在のあなたの状況と、人の生き方と
してあなたが望ましいと思うのは、どのような生き方でしょうか。（それぞれの項目ごと
に１つ○、合計３つ） 

 

現状では「仕事を優先している」 ２１．８％ 

女性の生き方（理想）では「両立させる」 ５０．２％ 

男性の生き方（理想）では「両立させる」 ４５．６％ 
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Ｑ２７ ①あなたの現在の状況 

 

現在の状況は 「仕事を優先している」 ２１．８％ 

            「両立させている」 ２０．７％ 

  

全体では、「家庭生活または地域活動にも関わるがあくまで、仕事を優先している（優先させる）」

が２１．８％で、「家庭生活または地域活動と、仕事を同じように両立させている（両立させる）」が２０．

７％となっています。 

 男女別では、男性は「家庭生活または地域活動にも関わるがあくまで、仕事を優先している（優先

させる）」の割合が最も高く、女性は「仕事にも携わるが家庭生活または地域活動を優先させている

（優先させる）」の割合が最も高くなっています。 

 年代別では、１０代から５０代では「家庭生活または地域活動にも関わるがあくまで、仕事を優先し

ている（優先させる）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｑ２７ ②女性の生き方（理想として） 
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女性の生き方（理想として）は 「両立させている」 ５０．２％ 

  

全体では、「家庭生活または地域活動と、仕事を同じように両立させている（両立させる）」が５０．

２％となっています。 

 男女別でも、年代別でも「家庭生活または地域活動と、仕事を同じように両立させている（両立させ

る）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 



73 

 

Ｑ２７ ③男性の生き方（理想として） 

 

男性の生き方（理想として）は 「両立させている」 ４５．６％ 

  

全体では、家庭生活または地域活動と、仕事を同じように両立させている（両立させる）」が４５．

６％、「家庭生活または地域活動にも関わるがあくまで、仕事を優先している（優先させる）」が２１．

５％となっています。 

 男女別、年代別でも「家庭生活または地域活動と、仕事を同じように両立させている（両立させる）」

の割合が高くなっています。 
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Ｑ２８ 今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくた
めには、どのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」 

が必要 ６５．９％ 

  

全体では、「夫婦や家族間でコミュニケーションをよくはかること」６５．９％、「男性が家事などに参

加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」５５．９％となっています。前回調査（Ｈ３０年）と

比較すると、「夫婦や家族間でコミュニケーションをよくはかること」の割合は２．９ポイント増加し、「男

性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」の割合は７．１ポイント増加し

ています。 

 男女別でも、「夫婦や家族間でコミュニケーションをよくはかること」が最も高くなっています。また、

女性では、「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」も高い割合と

なっています。 
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Ｑ２９ 新城市の政策・方針を決定する審議会などにおける女性委員の登用状況は、 
２５．６８％と低いですが、それは、どのような理由からだと思いますか。（○は２つまで） 

 

「女性の社会進出を支える条件整備が不十分だから」４６．４％ 

  

 全体では、「女性の社会進出を支える条件整備が不十分だから」４６．４％、「女性自身が社会進出

に消極的だから」４１．４％となっています。 

 男女別では、男性は「女性の社会進出を支える条件整備が不十分だから」の割合が高く、女性は

「女性自身が社会進出に消極的だから」の割合が高くなっています。 

 年代別では、５０代、６０代では「女性自身が社会進出に消極的だから」の割合が最も高く、その他

の年代では「女性の社会進出を支える条件整備が不十分だから」が高い割合になっています。なっ

ています。 
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８ 介護について 
 

 

Ｑ３０ あなたは、要介護者などの身の回りの世話は、どのような形をとるのが最も望ましい
と思いますか。 （１つに○） 

 

 「家族全員で世話をし、かつ在宅サービスを利用」 ３６．４％ 

  

 全体では、「家族全員で世話をし、かつ住宅サービスを利用する」が３６．４％で高い割合になって

います。 

 男女別では、「家族全員で世話をし、かつ住宅サービスを利用する」が最も高い割合になっていま

す。年代別では、７０代以上を除く世代で「家族全員で世話をし、かつ住宅サービスを利用する」が

最も高い割合となっています。 
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９ 男女共同参画社会に関する意識について 
 

 

Ｑ３１ これらの言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものをあげてください。
（あてはまるものすべてに○） 

 

 「男女共同参画社会」の知名度は ６１．３％ 

  

全体では、「ＤＶ（配偶者からの暴力）」８４．７％、「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性

別）」７８．５％「男女雇用機会均等法」７４．７％と高い割合になっています。 

 前回調査（Ｈ３０年）と比較すると「デートＤＶ（交際中の相手からの暴力）」を除くすべての項目でポ

イントが増加しています。「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」は３４．６ポイント増加し、

「ＬＧＢＴ（性の在り方が典型的な男女間とは異なる人々の総称）」は２０．９ポイント増加しました。 
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Ｑ３２ 「男女共同参画社会」を形成していくため、今後、行政はどのようなことに力をいれて
いくべきだと思いますか。（あてはまるすべてに○） 

 

行政が力を入れていくべきことは、「保育の施設・サービスや、高齢者や 

病人の施設や介護サービスを充実する」 ５１．０％ 

  

意見にばらつきがみられます。その中でも「保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介

護サービスを充実する」が最も高くなっています。「法律や制度の面で見直しを行う」「女性を政策決

定の場に積極的に登用する」「職場における男女の均等な取り扱いについて周知徹底を行う」「女性

の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が少なくなった分野などへ女性の進出を促進するため

職業訓練を充実する」「学校教育や社会教育の生涯教育の場で男女の平等と相互の理解や協力に

ついての学習を充実する」が３０％前後と高い割合になっています。 
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Ｑ３３ 「男女共同参画社会」を形成していくため、今後、あなた自身としてはどのようなこと
に力をいれていきたいと思っていますか。（あてはまるすべてに○） 

 

私たちが力を入れていきたいことは、『「男女共同参画」をまず自分の 

職場、学校、家庭の中で実践してみる』 １８．４％ 

  

全体では、「『男女共同参画』をまず自分の職場、学校、家庭の中で実践してみる」と回答した割

合が高く、次いで「行政に任せる」、「家族及び身近な人たちと、男女共同参画社会について話し合

う」となっています。 

 男女別では、男性が「『男女共同参画』をまず自分の職場、学校、家庭の中で実践してみる」の割

合が最も高く、女性は「『男女共同参画』をまず自分の職場、学校、家庭の中で実践してみる」、「行

政に任せる」と回答した割合が最も高くなっています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



80 

 

 
１０ 自由意見 
 

Ｑ３４ 困難な問題を抱える女性が、それぞれの意思が尊重されながら、最適な支援を受け
られるように行政や民間団体に対して意見や要望があればご記入ください。（女性の
方にお聞きします） 

 

 寄せられた多くの意見の中から、本調査に直接関係ないものや要望、重複意見を除き、一

部を紹介します。 

 

３０代女性 

子育ては女性。仕事をセーブするのも女性。という考え方がこのような問題を起こしてし

まうと思います。自立したくても子育てがある為にパート、アルバイトでなければ働けない

という方が多いと思うので夜間や早朝の預け先があるとより働きやすいと思います。（病児保

育も） 

 

３０代女性 

女性が正社員になるにはハードルが高い。 

正社員として完璧に仕事をしたいが、家に帰るとクタクタの中洗濯物を取り込み、たたみ、

食事作り、後片付け、子どもの学童へのおむかえ、子どもの習い事への送迎など、やる事が

多すぎて、想像するだけでゾッとする。とてもじゃないが、正社員はやめてパートで時短に

しておこうとなるのは当然だと思う。パートナーがいる人はそれでも良いと思うが、シング

ルの女性は経済的に厳しいと思うので、仕事、家事、子育てのどれか１つでも支援してあげ

て欲しい。家事が、他国のように、お手伝いさんみたいな人、特に食事を作ってくれる人が

いるとすごく助かると思う。今は値段が高かったりするので、そういうサービスが充実して

くると良いなと思います。 

 

５０代女性 

子育てがもっとおおらかにできるように人の手が借りられる場所が増えればいい。新城は

元気なお年寄りが多いのでそういう世代の助けも借りられればお互い元気になれると思う。

（夜中不安になった時も助けを求められる場所など） 

 

５０代女性 

子育てや介護で家庭の問題を抱えている女性は多いと思うがなかなか相談できる場所もな

いので雑談しながら打ち明けられる場所や気軽に参加できる集まりがあるといいと思います。 

 

１０代女性 

性別に関わらず、それぞれの困難な問題に対応できる相談施設・機関と相談者がしっかり

繋がれるようにすべきだと思います。女性を前に前に出すことで女性が男性に比べて優遇さ

れるようになってしまうので、女性特有の問題にも男性特有の問題にも適宜対応しつつ、性
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別関係なく一人一人と話し合うことで、本当の「平等」が訪れるのではないかと思います。 

５０代女性 

家庭の中において、男女共同参画社会の言葉を聞いた事のない世代の方は、無意識にパー

トナーを傷つけていたり、女性も頑張って対抗して主張しているが、結局大きな声を出され

て、押さえられて、シュンとしている姿を目にします。行政や民間団体に対して望むことは、

文化的な催しを企画して頂いて、困難な問題を抱える女性がリフレッシュできる場、でかけ

られる場、コミュニティに無料で参加出来る場を作って頂きたい。「お金を使って、でかけ

て！！」とか、言われているのを見るのがつらいですので、精神が崩されてしまいそうです。

男女共に、異性を思いやる気持ちの大切さと言葉づかいの意識ができるような事があれば、、、 

 

５０代女性 

育児、家事と仕事の両立をしたいが、男性も同じ意識でないと女性の負担が増える。それ

により家庭不和になり子供に悪影響が及ぶことがある。 

 

３０代女性 

男女ともに支援が必要な人のために行政、民間団体が会議やいつまでも解決の糸口の見つ

からない話をしないでその時間を少しでも行動に移す努力をすればもう少し困難な問題を抱

える人が減ると思う。行政や民間団体などはそのための活動だと考える人が自分たちの役割

目的をしっかり理解している人の集まりなのでそのことを彼らが再認識して活動に活かした

らもっと良くなると思う。 

 

５０代女性 

今の行政の体制・メンバーでは無理だと思います。形だけ（相談窓口）を整えてもお金・

税金の無駄遣いになると思う。それよりも子どもたちへの教育（真の意味での自立）に力を

入れるのがよいかと。また経済的理由から教育の機会が奪われる不平等を無くすことから始

めることだと思います。 

 

３０代女性 

女性が困難な場面がたくさんあるので場面によって支援は違うと思います。でもどのよう

な場面においても声をあげた女性をむげにせず受け止めるのが大事だと思います。 

家事育児の負担→男性も女性も家事育児をするのが当たり前。（学校で教えていく）そのた

めに賃金 UP。男性の負担も下げていく。 

DV→学校の教育で DV とはなにか支援先を教えておく。適切な性教育を行っていく。（人を

大切に扱うという内容も含めた） 

職場→現存は少しずつ改善されているけれど女性が声を上げること「～したい」のが難し

いと思う。出る杭は打たれるような。そこから改善できるのがいいと思う。思っていること

を声に出してもその人の意見としてきちんと受け入れられるようになっていれば我慢する人

も減っていくと思う。職場だけでなく声を上げることを受け入れる社会になっていってほし

い。女性だけでなく困っている人が相談できる場があるといい。 
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Ｑ３５ 最後に、男女共同参画社会づくりについてのご意見・ご要望がありましたらご自由に
ご記入ください。 

 

 寄せられた多くの意見の中から、本調査に直接関係ないものや要望、重複意見を除き、一

部を紹介します。 

 

３０代女性 

 子どもを産んで育てるためには今は二人で働かないと生活ができない状態です。学校では

働き方改革で学校へ行く時間が遅くなり子どもが一人で学校に行かざるを得ない状態になっ

ているかたもいます。家庭の力だけではどうしても難しい所があるため早朝や夜など子ども

を預けることができる環境づくりが必要だと思います。昔はおじいちゃんおばあちゃんに預

けて仕事している家庭も多かったと思いますが今は高齢の方も仕事を続けています。では誰

が子どもを安全に見守ることができるのか”親の務め”という言葉ではどうしようもない状

態。男とか女とかより人間として、親として今は本当に子育てが難しい。苦しいと感じてい

ます。二人で協力しても限界があります。地域のことにも参加するのが当たり前であればそ

の間誰が子どもを見るのか。仕事もあるということを考えると地域も含めて今までの当たり

前を変えていく必要があると思います 

 

３０代女性 

共働き世帯であっても子どもの発熱などで早退して迎えに行くことは女性が多いと思いま

す。食事の支度なども女性がやって当たり前な雰囲気があります。その他名もなき家事の多

さです。共働きでも女性の負担は多いなと… 

 

４０代女性 

男性も女性も差別なく、やりたいことをやれる社会を作って欲しいです。 

男女それぞれが人間として相手を尊厳のある人だと認め合う社会にして欲しいです。 

 

３０代女性 

今の現状として、女性が家事、子育てを担っている家庭が多いと思う。 

さらに近年は女性の社会進出と言われ、仕事を持つ事が当たり前とされている。女性はス

ーパーマンなどではない！！女性だからと言って生まれながらに家事や子育てが出来たり得

意なわけではないのに、何もかも出来て当たり前とされている事に不満に思います。 

子育てが終わったら介護を押しつけられるのも、結局女性が多いなと、周りを見ても思い

ます。 

男性の中にも家事が得意な方や、女性よりも子育てや介護が性格的に出来る方もいるのに、

仕事に追われ、帰る時間が遅く、手伝ったり、主体的に行えないのではないか。男性にも仕

事、家事、子育て、介護をやれというのも、男性もスーパーマンではない！！ 

企業や社会全体で就業時間短縮や、休日をしっかり確保し、男だから女だからの枠組みを

撤廃して欲しい。 
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２０代男性 

行政のフォローなども大事だけど結局女性側のやる気次第という根性論になってしまうと

ころもあるかもしれません。 

男女が平等ではなく、公平に能力体力などに基づいて仕事を選べるようにするのが良いと

思う。女性でも働いて社長になっている方もいるから働きたい人がいないわけではないと思

う。女性のリーダー下で働く男性たちの抵抗を無くすようにしていくべきである。 

 

３０代女性 

新城市においては、女性が働きやすい環境をもっと整えるべきです。女性は事務職を希望

される方も多いですが、新城ではその求人は少ないです。また、学校を合併しようとする動

きもあるようですが、家がある地域に学校がないとなると、結婚しても、豊川や豊橋で家を

持とうと考える方が多いようです。男女共同参画うんぬんの前に、人口流出に歯止めをかけ

る施策の実現を望みます。広大な土地や新城インターを活用した企業や物流拠点の誘致など

を進めてほしいものです。 

また、今回のアンケートですが、どこか視点が偏っているように感じられました。項目を

作られた方々自身が、男女の別が念頭にあるように感じられる質問内容でした。 

また、質問項目が一般的・観念的で、回答する側として、「新城らしい男女共同参画」を考

えるきっかけになり得なかったのは残念です。 

 

６０代男性 

私自身は子どもの頃から女性が仕切る世界で育ってきたので、男女で役割が違う～とかい

うよりは、各人が人として活きるポジションを与えられる、または掴み取っていければ、わ

ざわざ男女平等とか（これを言うことが不平等を認めることかと）意識しない社会になるの

かな～と漠然と考えます。 

 

２０代女性 

・勉強なりました。男女平等について考える機会になりました。 

・「女性が○○するために」「女性自身が」”女性”が主語となっている質問が多く見受けら

れたので、女性がこの質問を考えているのだろうなあと思いました。私は社会に出てから男

女平等ではないと感じたり、居心地の悪さや働きづらさをまだ体感したことがないので男女

格差に対してあまりピンときていませんでしたが、このアンケートの質問や選択肢から男女

格差を感じていたり、平等を訴えようとしている人がいるんだなと感じました。男女平等に

ついてとりあげると何かとフェミニズム、フェミニストと嫌味を含ませたような意見もある

かもしれませんが、女性側の視点で問題を提示しないと気付けないこともあるのでこういっ

たとりくみを継続してほしいです。 

 

４０代男性 

海外で会社経営を行ったが、女子社員の方が実力が高い傾向があった為、結果的に、女性
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の管理職が多くなった。中国及び東南アジア地区だが、日本と逆のイメージがあり、男女共

同参画を意識する必要はなかった。 

 

５０代女性 

男女平等といっても体（筋肉）のつくり出産などどうしても同じようにできない部分もあ

るしそれぞれの特性もあるのでお互いを尊重し感謝しあいながら気持ちよく明るく生きてい

行ける関係が築けるような環境が家庭でも職場でも会社でも必要だと思います。（主張ばかり

するのではなく）思いやりの心をもっと幼少期からはぐくんでいく事が大切だと思います。 

 

５０代女性 

市民意識に参加させて頂きまして、ありがとうございました。 

この用紙をチラッと子どもが見て、学校で“男女共同参画社会基本法”勉強したから知っ

てる、聞いた事がある！と言ってくれたので、一緒に考えるきっかけになりました。子ども

も教科書やテストの中の事だけでなく、新城市の中でこうして調査をされているということ

が分かりました。 

3 世帯で過ごしていなければ、回答も違っていたかと思いますが、高齢の方の意識の中に

は入らない男女共同参画かと感じます。・・・が、未来に、今学校で学んでいることが普通に

なっていくとイイです。 

 

１０代女性 

「平等」とは何かを社会全体で考える必要があると思います。今は盲目に国際的に流通が

進んでいる制度を追っているように感じます。新城市含め日本全体が、日本特有の文化や歴

史も考慮しつつ、しっかりと「平等」について熟考すべきだと思います。市としても国とし

ても考えや方針が定まっていないので、少しずつでも明確にしていくことが行政としてはあ

る程度必要だろうと考えています。 

女性と男性が同じことをすることは決して平等ではなく、公平・均等の押し付けです。能

力の違う人々がお互いの苦手を補い合い、得意なところを活かし合うことこそ個人個人が平

等になり、社会として理想的な形なのではないかと思います。男女は生物学的にそもそも違

いが多くあるので、男女に同じことを求めるだけは、平等を求める上では間違っていると思

います。「男女共同参画」の文字通り「共同」で社会への貢献を目指すならば、それは不公平

や偏りなどがあれど既にできているのではないかと思います。ただ均等な役割分担は社会的

に平等ではないことを考えていただきたいです。 

 

５０代男性 

アンケートをしても実践してほしい。新城を素晴らしい市にしたい！！ 

子どもを育てながらの働く環境づくりが大切だと思う。 

 

６０代男性 

体力・体調などの男女差があっても問題にならないといいのでは（しくみ・理解・教育） 



85 

 

６０代男性 

どこかのコンサルに丸投げしたような質問内容ですね。新城市としての地域性を深堀する

ような質問がほとんどなかったですが「アンケートする」だけの内容で行政として活用する

気はないのでしょうか？ 

 

７０代以上女性 

男性 or女性にしても家庭内を守りながら行動しなくてはならないと思います。 

 

２０代女性 

生理休暇について理解をしていない人がいて取りづらい等の声が多くあります。育児・介

護もそうですがもう少し生理休暇についてとりやすい環境を作ってほしいです。 

 

３０代女性 

男女の区別は完全に社会からなくなるのは無理だと思うが（言葉で区別している限り、生

物学的理由）日本社会全体が男女の役割や家事育児などをもっと妥協したほうが良いと思う。

能力や学力についてももう少し妥協したほうが将来の為だと思う。愛知県という田舎なので

あまり周辺県がわからないだろうが東京や一部発展地域はもっと進んでいる。ただそれをそ

のままコピーして同じことを新城でそのまま導入するのは無能なのでこの地域はこの地域に

見合った背丈のことをすべき。過去の失敗を必ず教訓にした方が良い。（例：大学をつぶすと

か） 

 

６０代女性 

育児家事は女性の仕事という観念を男女ともに変えていくことが重要だと思います。 

男性が早く家に帰って来られる働き方の改革は特に中小企業では進んでいない所が多い。 

 

３０代女性 

物価が上がっているのに収入が上がらず両親が共に働かなければ生活していけない社会で

はなく、収入が上がり片親だけでも生活できるような社会になれば男女関係なくどちらかが

働くなど選択肢が広がり生活が豊かになると思います。男女の収入格差が無くなりかつ収入

があがることがよりよい社会づくりにつながると思います。 

 

２０代男性 

現在保育に携わった仕事をしていますが、性別を理由に不平等な扱いを受けている職員は

いないように感じます。 

保育の性質上、介護等の福祉業界は男性のリクルートを目指していると思います。このア

ンケートでは「女性が～」といった女性寄りになっていますが、男女共同を掲げるのであれ

ば男性視点があっても良いかと思います。差し出がましいようで恐縮ですが一意見として受

け止めていただきたく存じます。 
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６０代女性 

現役でないのであまりわかりません。我々の世代からあまり進歩していない感じがしまし

た。 

 

６０代女性 

私の住んでいる家は、家長制度バリバリで長男は長男という家でした。嫁は女中以下ぐら

いただで使える女手という考えでした。しかし息子（40代）あたりから少しずつ考えが変わ

り始めました。急には無理ですがいろんなことが女性にも目が向けられるようになりました。

もっと向上してもらえばいいと思います。 

 

６０代男性 

絵に描いた餅では意味がないのでとにかく動く事。行政が中心となって地域活動として自

治区に協力を依頼してネットワークづくりを行い知識を広めること。 

 

４０代男性 

地域の集まりの際に、女性を見下す発言をする高齢者が多く、女性に口を出すなと言って

いた。高齢者の考え方から変えないといけない。子どもたちにまで都会の考え方を教える必

要性がある。 

 

４０代男性 

社会全体の雰囲気を変えることが必要と思います。やはりそれには法律や制度を見直しそ

の PRが大切ではないかと考えます。 

 

７０代以上男性 

男女平等とは職業でも学歴でもなくその位置（社会、職場等）で男性に適した仕事、女性

に通した仕事をまずは社会全体で認識しないと解決しないのでは。 


